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いて、デカルトのテキストに基づきながら、「善Jとしての「身体の完全性 laperfection du corpsJを目的的
契機とする「社会的関係性のなかでの身体運動文化の遂行jという図式をtllJ出している。さらに「習性
i石油itudeJを通じて身体諸動作を後天的に変化させ得る生理学的根拠を提示するとともに、『情念論Jを主
要テキストとして「他者関係jに関するデカルトの主張を再構成することで、デカルト哲学に基づく「身体
教育論」の可能性を論拠づけている。
審査の結果の要旨
本研究の意義は、まず、従来、体育学の分野において論難の対象としてのみ取り扱われてきたデカルト哲
学における「心身(二元)論」について、デカルト自身のテキストに厳絡に基づきつつ総体的な論理構造を
明らかにしたこと、さらには直接には論じられていないデカルトにおける「身体教育論」の可能性について、
デカルト自身のテキストを体育哲学的視点から捉え直すことでその理論的な基礎づけを提示し得たことにあ
ると言える。こうした理論的な試みについては、デカルト研究を専p1]とする副査からも高く評価され、デカ
jレト研究に十分資するものであるとの認定を得た。本研究の成果は、従来の体育学分野における安易なデカ
ルト批判を一蹴するとともに、体育概念研究への理論的基礎を提示しうるものとして学術的価値は高く、学
位論文として十分水準に達していると評価された。
平成 24年2月 23日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(体育科学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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